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新型コロナウイルスのワクチン（以下、「ワクチン」と記載）の３回目の接種については、夏ごろ

から議論が活発になり、12月から医療従事者や高齢者施設入居者等を中心にはじまった。当初、原

則として２回目の接種から８か月以上経過した人を対象に、原則２回目までと同じワクチンを接種す

ることとされていたが、オミクロン株による感染の再拡大もあり、接種は前倒しとなり、２回目から

６か月以上経過していれば、18歳以上の誰もが予約可能な大規模接種会場の運用が開始している。

ワクチンの種類についても、11月に混合接種が容認され1、現在は、ワクチンの種類を選ぶよりは、

早く打てるものを打つよう呼びかけられている。 

しかし、３回目の接種は、国が期待するスピードでは進んでいないといった報道が目立つ2。人々

は３回目のワクチンについてどのように考えているのだろうか。本稿では、ニッセイ基礎研究所が実

施した「第７回新型コロナによる暮らしの変化に関する調査3」を使って、３回目の接種希望、およ

び、すぐには接種を希望しない理由を紹介する。この調査は、12月末に実施したものである。その

頃は、国内ではオミクロン株の市中感染が報告されはじめた時期にあたり、まだ、現在のような感染

の再拡大はなかったため、３回目のワクチン接種についてしばらく様子を見てから考えようといった

意見が多かった可能性があるが、不安を感じる内容等には大きな差はないと思われる。 

 

 

1――２回目接種者・予約済者の９割程度が３回目の接種を検討。ただし、最多は「しばらく様子見」 

12月末の時点で、新型コロナウイルスのワクチンについて２回目まで接種していたのは全体の

84.3％だった。「１回目の接種は終えている」「１回目の接種予約は完了し、接種日を待っている」は

合わせて 1.2％、「まだ予約していないが、すぐにでも接種したい」「まだ予約しておらず、しばらく

 
1  2021年 11月 13日 日本経済新聞「混合接種「認める方向」厚労相、３回目ワクチンで」等 
2  2022年１月 28日「3回目接種率OECDで最低 ワクチン相が公表」等 
3  20～74 歳男女個人を対象とするインターネット調査。2021年 12月 22日～28日実施。有効回答数 2,543。詳細は、「第 

７回 新型コロナによる暮らしの変化に関する調査」 調査結果概要をご参照ください。 
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様子を見てから接種したい」はあわせて 3.8％で、「まだ予約しておらず、あまり接種したくない」

または「まだ予約しておらず、絶対に接種したくない」といった接種に消極的な人はそれぞれ 5.4％

と 5.2％だった（図表略）。９月末と比べて接種は進んでいるが、接種に消極的な人の割合は９月末

と比べてほとんど差はない4。 

２回目までのワクチンについて、２回目の接種を終えている（または、少なくとも接種予約はして

いる）2,175人5について、追加（３回目）接種の状況および今後の意向をみた。その結果、既に「３

回目の接種を終えている」または「三回目の接種日は決まっており、接種日を待っている」は、あわ

せて 4.1％だった。それ以外で

は、「しばらく様子を見てから接

種したい」が 44.8％で最も多

く、次いで「すぐにでも接種した

い」が 41.4％だった。２回目接

種者のおよそ９割は、３回目の接

種を検討している状況と考えられ

る。一方、「あまり接種したくな

い」は 8.6％、「絶対に接種した

くない」は 1.0％で、２回目の接

種を終えている（または、少なく

とも接種予約はしている）人の中

でも１割程度が３回目については

消極的だった。年齢別にみると、

高年齢ほど「すぐにでも接種したい」は多く、70～74歳では 62.3％を占めた。 

 

 

2――積極的ではない理由は、順番待ち、副反応の不安、ブースター・交互接種の不安 

３回目の接種について「しばらく様子を見てから接種したい」「あまり接種したくない」「絶対に接

種したくない」と回答した人、すなわち３回目の接種をすぐには希望していない 1,184人を対象に、

その理由を複数回答で尋ねた。 

その結果、もっとも多かったのが「副反応が心配だから」で 34.0％だった。次いで「まだ予約券

が届いていないから（33.7％）」「ブースター接種による副反応の程度や症状についての情報が少ない

から（20.9％）」「ブースター接種による効果が明確ではないから（14.9％）」が続いた。 

 
4  村松容子「９月末での３回目のワクチン接種意向～高年齢者と、重症化・治療への不安、ワクチンへの高評価、小６以

下の子どもがいる人の意向が高い」ニッセイ基礎研究所 基礎研レポート、2021年 11月 16日（https://www.nli-

research.co.jp/report/detail/id=69375?site=nli） 
5  ２回目までのワクチンについて、「２回目まで接種を完了している」「１回目の接種は終えている」「１回目の接種予約は

完了し、接種日を待っている」と回答した人。 

図表１ ３回目の接種の接種状況・意向 

 
（ 注 ）３％未満は数値の表記を省略 

（資料）ニッセイ基礎研究所「第７回新型コロナによる暮らしの変化に関する調査」 
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理由を因子分析した結果を参考

にして、３回目の接種をすぐには

希望しない理由を、“順番待ち”

“副反応の不安”“ブースター・交

互接種の不安”“３回目不要”“面

倒・拘束されたくない”“ワクチン

の種類を選びたいから”“その他”

という７つのグループに分けた

（図表２）。グループ別にみると、

「まだ予約券が届いていないか

ら」「まだ医療従事者や高齢者等が

終わっていないから」といった

“順番待ち”のいずれかを回答し

た人が 47.6％と最も多く、次い

で、「副反応が心配だから」「これ

までのワクチン接種による副反応

の症状が辛かったから」といった

“副反応の不安”のいずれかを回

答した人が 43.8％、「ブースター接

種による副反応等の情報が少ない

から」「ブースター接種による効

果が明確ではないから」「交互接

種が不安だから」といった“ブー

スター・交互接種の不安”のいず

れかを回答した人が 33.1％と続い

た。以下、“３回目不要”、“面

倒・拘束されたくない”“ワクチ

ンの種類を選びたいから”が続い

た。 

年齢別にみると、“順番待ち”

は高年齢で高い傾向がある。“副

反応の不安”は若年ほど高い。

“ブースター・交互接種の不安”

は年齢による大きな差はないが、

高年齢でやや低い。“３回目不

要”は 70歳未満では年齢による

大きな差はなく高い。“面倒・拘

図表２ ３回目の接種に積極的ではない理由（n=1,184 人） 
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図表３ ３回目の接種に積極的ではない理由（属性別） 

 
（ 注 ）全体と比べて高いセルに網掛け（５％有意水準） 

（資料）ニッセイ基礎研究所「第７回新型コロナによる暮らしの変化に関する調査」 
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束されたくない”は 20～40歳代で高く、“ワクチンの種類を選びたいから”は中高年で高い傾向があ

った。 

３回目の接種意向別にみると、もっとも人数が多い「しばらく様子を見てから接種したい」は、

“順番待ち”“ブースター・交互接種の不安”“ワクチンの種類を選びたいから”で高かった。「あま

り接種したくない」は、“副反応の不安”が７割を超えて高く、「あまり接種したくない」「絶対に接

種したくない」では、“３回目不要”“その他”が高かった。 

この結果から、既に２回目の接種を終えている（または、少なくとも接種予約はしている）人であ

っても、３回目をすぐには希望しない理由として多くが副反応の不安をあげていること、およそ

15％が３回目は不要だと考えていることがわかる。また、すぐには接種しない人の中では、比較的接

種に前向きだと思われる「しばらく様子を見てから接種したい」人で、ブースター・交互接種の不安

があり、ワクチンを選びたいと感じていることがわかる。また、高齢で“ワクチンの種類を選びた

い”が高い傾向があった。 

なお、「その他」と回答した人の自由記述欄をみると、「キリがない」「まだ２回目接種から間隔が

十分に経っていない」などの回答があった。 

 

3――３回目接種に向けては、効果や副反応に関する情報と、打ちたい人に打てる体制 

以上みてきたとおり、12月末の時点で、２回目の接種を終えている（または、少なくとも接種予

約はしている）人のうち９割程度が、３回目の接種を検討している状況だと考えられた。もっとも多

かったのは、「しばらく様子を見てから接種したい」で２回目の接種を終えている人の 44.8％を占め

た。また、１割程度は、「あまり接種したくない」「絶対に接種したくない」と回答していた。 

すぐには接種をしない理由として、国内でまだ３回目の接種が進んでいなかったことや、予約券が

届いていないことによる“順番待ち”のほか、“副反応の不安”や“ブースター・交互接種の不安”

があげられた。 

ニッセイ基礎研究所で、１～２回目のワクチン接種意向について行ってきた調査では、“順番待

ち”を理由として、すぐには接種しない人は、国内における接種が進むと、自身も接種していく傾向

があった。しかし、“副反応の不安”を理由としてすぐには接種しない人は、国内における接種が進

んでもあまり減少せず、様子を見続けている傾向があった。３回目のワクチン接種についても同じ傾

向があるとすれば、３回目のワクチンによる効果、副反応の状況、交互接種の効果や副反応につい

て、国内の事例が十分に公表されないと、不安が解消されず、接種が進まない可能性がある。 

現在、３回目の接種について、自治体が主導する接種においては、ファイザー製に希望が偏ってい

て接種が進まない一方で、モデルナ製を使った大規模接種会場は、予約枠がすぐに埋まってしまうと

いった報道がある6。今回の結果では、「ワクチンの種類を選びたい」は中高年で多いことから、ワク

チンの種類を問わず早く打つことを推奨するだけでなく、３回目のワクチンを打ちたい人が、年齢を

問わず早く予約券を受け取り、打てるようにすることが重要だと思われる。  

 
6  2022年１月 26日毎日新聞「3回目接種、埋まらぬ予約枠 「ファイザー希望への偏り」要因か」、2022年１月 28日日本

経済新聞「国の大規模接種、初回予約 9分で埋まる まず 1日 720人分」「茨城の自治体、3回目接種前倒し モデルナ

限定の募集も」、2022年１月 30日産経新聞「進まぬ３回目接種 遅れた前倒し判断 副反応忌避感」等 


